
霞
ヶ
浦
高
等
学
校
附
属
中
学
校

平
成

二
十
九
年
度
　
第

ニ
ロ

一
般

入
学
試
験
問
題

（
平
成

二
十
九
年

一
月

二
十

一
日
実
施
）

江
”

試
験
時
間
　
四
十
五
分

江ヽ

意

五 四 ニ ニ ー

こ
の
問
題
用
紙
は
、
「
は
じ
め
」

の
合
図
が
あ
る
ま
で
開

い
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

「
は
じ
め
」

の
合
図
が
あ

っ
た
ら
、
最
初
に
受
験
番
号
と
民
名
を
書
き
な
さ

い
。

問
題
を
読
む
と
き
は
、
声
を
出
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

答
え
は
、
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ

い
。

記
号
に
よ
る
解
答
は
、
特
別
の
指
示
が
あ
る
も

の
の
ほ
か
は
、
あ
て
は
ま
る
も

の
を

一
つ
選
び
、
そ

の
記
号
を

答
え
な
さ

い
。
記
子
以
外

の
解
答
は
、
指
示

の
と
お
り
に
答
え
な
さ

い
。

字
数
制
限
の
あ
る
問
題
で
は
、
句
読
点
や
か
ぎ
か

っ
こ
な
ど

の
符
号
も
す
べ
て
字
数
に
ふ
く
め
ま
す
。

試
験
中
に
携
帯
電
話
な
ど

の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

セ

受 験 番 号 氏 名



□
　
次
の
―
線
部
の
漢
字
の
よ
み
が
な
を
書
き
な
さ
い
。

①
　
屋
内
プ
ー
ル
。　
②
　
究
極
の
技
。
　

　

③

⑥
　
圭貝
任
感
。　
　
　
⑦
　
平
等
な
人
。
　

　

③

①
　
私
の
親
友
。　
　
⑫
　
特
別
な
日
。
　

　

⑬

⑩
　
人
の
気
配
。　
　
①
　
就
職
す
る
。
　

　

⑬

□□

③②①里
次
の
―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い
。

①
　
教
室
の
川
列

工‐
。　
　
②
　
引
列

ユー
引
ぼ
行
く
。

⑥
　
ウ
ン
メ
イ
の
人
。　
　
⑦
　
オ
ウ
ダ
ン
歩
道
。

⑪
　
友
と
の
ヤ
ク
ソ
ク
。　
⑫
　
キ
チ
ョ
ウ
な
経
験
。

⑩
　
今
日
も

ヘ
イ
ワ
だ
。　
①
　
ユ
ウ
エ
ン
チ
に
行
く
。

問
①  二②③

今
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
。

日
本
政
府
。

複
雑
な
気
持
ち
。

素
質
が
あ
る
。

登
山
家

復
活
す
る
。

荷
物
を
持

つ
。

暗
記
す
る
。

日
本
の
伝
統
。

無
事
に
過
ご
す
。

学
級
通
信
。

水
と
油
。

⑬ ⑬ ③ ③

⑩ ⑭ ⑨ ④

④ ⑮ ⑩ ⑤

⑩ ⑭ ⑨ ④

⑩ ⑮ ⑩ ⑤

ド
リ
ョ
ク
の
結
果
。

冬
休
み
の
カ
ダ
イ
。

漢
字
の
ブ
シ
ュ
。

新
作

エ
イ
ガ
。

か
け

っ
こ
の
ジ

ュ
ン
イ
。

兄
の
キ
ン
ニ
ク
。

ハ
タ
ケ
を
耕
す
。

ホ
ウ
リ
ツ
を
守
る
。

シ
イ
ク
係
。

人
の
セ
イ
カ
ク
。

日
本
の
キ
セ
ツ
。

カ
ガ
ミ
を
見
る
。

次
の
①
～
③
の
各
文
の
主
語
と
述
語
を
ぬ
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

参
観
日
に
父
が
来
た
。

工
場
の
え
ん
と
つ
か
ら
け
む
り
が
出
る
。

私
は
今
朝
赤
い
チ

ュ
ー
リ
ツ
プ
の
花
を
見
つ
け
た
。

次
の

（
Ａ
）
～

（Ｅ
）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
は
、
あ
と
の
ア
～

工
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

病
気
を

（
Ａ
）。

ア
　
直
す
　
イ
　
治
す
　
ウ
　
正
す
　
工
　
修
理
す
る

ア
ヒ
ル
が

（
Ｂ
）
鳴
い
て
い
る
。

ア
　
わ
ん
わ
ん
　
イ
　
き
ん
ぎ
ん

彼
と

（
Ｃ
）
同
じ
考
え
だ
。

ア
　
そ

っ
く
リ
　
イ
　
あ
り

っ
た
け

ウ
　
が
あ
が
あ

　

工
　

ほ
ろ
ほ
ろ

ウ
　
洗
い
ざ
ら
い

工
　
全
く



④
　
足
が

（
Ｄ
）
ふ
る
え
る
。

ア
　
が
く
が
く
　
イ
　
が
さ
が
さ
　
ウ
　
が
し
が
し
　
工
　
が
た
が
た

⑤
　
雨
が

（
Ｅ
）
と
激
し
く
降

つ
て
い
る
。

ア
　
さ
あ
さ
あ
　
イ
　
さ
い
さ
い
　
ウ
　
ざ
く
ざ
く

工
　
ざ
あ
ざ
あ

あ
と
の
ア
～
オ
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

間
二
　
次
の
①
～
⑤
の
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
の
意
味
は
、

オ エ ウ イ ア ⑤ ④ ③ ② ①

寝
耳
に
水

身
か
ら
出
た
さ
び

長
い
日
で
見
る

非
の
打
ち
所
が
な
い

一
日
置
く

す
ぐ
れ
た
人
と
し
て
相
手
を
尊
敬
す
る
こ
と
。

す
ぐ
れ
て
い
て
欠
点
が
な
い
こ
と
。

将
来
に
期
待
し
て
、
気
長
に
待

つ
こ
と
。

急
な
こ
と
に
び
っ
く
り
す
る
こ
と
。

自
分
の
行
い
か
ら
災
い
を
受
け
る
こ
と
。

問
四
　
次
の
①
～
③
の
漢
字
の
総
画
数
を
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

①

毎

②③

我  留



問
五
　
次
の
①
～
③
の
熟
語
の
組
み
合
わ
せ
は
、
あ
と
の
ア
～
オ
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

同
じ
よ
う
な
意
味
の
漢
字
を
重
ね
た
も
の

（例
　
森
林
）

反
対
ま
た
は
対
応
の
意
味
を
表
す
漢
字
を
重
ね
た
も
の

（例
　
上
下
）

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
く
わ
し
く
述
べ
て
い
る
も
の

（例
　
寒
気
）

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
打
ち
消
し
て
い
る
も
の

（例
　
不
安
）

下
の
漢
字
が
上
の
漢
字
の
目
的
を
示
し
て
い
る
も
の

（例
　
読
書
）

問
六
　
次
の
―
線
部
の
敬
語
の
種
類
は
、
あ
と
の
ア
～
ウ
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

監
督
が
昼
食
を
め
し
あ
が
る
。

お
客
様
の
荷
物
を
お
持
ち
す
る
。

こ
れ
は
僕
の
ノ
ー
ト
で
す
。

尊
敬
語

け
ん
じ
ょ
う
語

て
い
ね
い
語

オ エ ウ イ ア  ③ ② ①

改 建 増
心 設 減

ウ イ ア ③ ② ①
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